






53 例の Henoch-Schonlein 紫斑病患者(うち腎炎合併症 39 例・腎炎非合併例 14 例)の HLA

を調べ，日本人一般対照と比較した。腎炎合併例では Bw55，Cw １，DRw53,DQw3が一般対

照に比して有意に増加していた。腎炎非合併例では Aw33,Bw39,B44,DRw6,DRw52 が腎炎合併

例に比して有意に増加していた。紫斑病性腎炎の発症に HLA 抗原系が関連していることが

示唆された。 


